


共創テーマ発信ピッチ／Co-creation Theme Pitch

分野/Category

共創テーマ「途上国産商品の流通促進を目的とした、中央アジアと日本のバ

リューチェーンのリンケージ強化」
Co-Creation Theme “Strengthening Value Chain between Central Asia and Japan Aiming to 

Promote the Distribution of Developed and improved Products”

対象地域:中央アジア・コーカサス地域
Target Region: Central Asia and Caucasus

民間セクター/Private sector



中央アジア地域概要/Overview of Central Asia

中央アジア地域はアジアと欧州を結ぶ重要な交易路として、また豊富な資源
を背景に経済成長をしてきた。

一方で、特に都市部と地方部の経済格差は課題として指摘されており、地方

の農村部の貧困削減や雇用の創出に各国政府としても重点政策として取り
組んでいる。

→都市部と地方部の経済格差を埋める「一村一品」運動の取組が注目され、
各国で導入が図られている。

キルギス ウズベキスタン カザフスタン タジキスタン ジョージア

GDP成長率（2024

年：％）
9.0 6.5 5.0 8.4 9.7

一人当たりGDP

（USD）
2,420 3,161 14,154 1,341 9,241.5

人口（万人） 730 3,710 2,080 1,080 370

主要産業 農業・畜産業、鉱業

（金採掘）

綿繊維産業、食品加

工、機械製作、金、石

油、天然ガス

石油・天然ガス、鉱業、

農業、冶金・金属加工

農業（綿花）、アルミ

ニウム生産、水力発電

農業、食品加工業、鉱

業

中央アジア・日本対話（外務省より引用）

出典：世界銀行、外務省HPより引用



これまでのJICAの取り組み/JICA’s activities in the past

一村一品プロジェクトでは、以下【目指す方向性】を実現するために、専門家の派遣や日本国内での研修をこ

れまで実施してきた。キルギスから始まった中央アジアでの取り組みはカザフスタン、タジキスタン、ウズベキスタン、

ジョージアにも面的に拡大しており、各国・各地域の状況、特色に則した商品開発・改善、生産から販売に至

る商品バリューチェーン構築、これらを通じた地場産業振興の支援をしている。

【一村一品プロジェクトの目指す方向性】

• 地域の特色を活かしつつ消費者・市場ニーズに即した産品を開発・振興し、地域の経済発展を図ること

• 住民の生活向上と持続可能な発展を促進すること（含む、女性参加、所得向上）

• 地域の特産品を観光資源、伝統、文化、環境、人財など様々な地域資源を活用してマーケティングや販

売支援を行い、国内外の市場での競争力を高めること

商品開発・改善、生産から販売に至る商品バリューチェーン構築、これらを通じた地場産業振興の支援

FOODEXへの出展キルギスにおける一村一品ショップフェルト製品の生産草木染の工程



これまでのJICAの取り組み/JICA’s activities in the past

地元の素材等を用いた商品開発・改善、人材育成を通した地場産業振興

開発・販売してきた商品例（キルギス、タジキスタン、カザフスタン）：累計350種類近くの商品を開発

ピスタチオパウダー

クミン蜂蜜 ジャム ジュース

ラクダ草蜂蜜ハンドメイドラクダ人形

フェルトで作った動物たち
自然素材をつかった石鹸

アロマオイルホワイトハニー

フェルト商品 蜂蜜、ジャム 食料加工品 コスメ





解決したい課題/Challenges

これまで様々な商品開発・改善を行ってきたものの、商品輸出

に関して…

• 販売チャンネルの開拓難：小規模高付加価値商品は品

質は評価されているものの、物流コストなどもあり、取り扱

いできる日本国内の企業が限定的で、マッチング機会も不

足。

• 需要側情報の断絶（現地へのマーケット情報のフィード

バック）：どのような商品が市場に求められているのか？
（特に日本を含む海外市場）

作った商品を売るというフェーズの弱みが、事業拡大の障壁に
なっている。

日本と中央アジア地域のバリューチェーンのさらなる強化と改善のエコシステムの構築

カザフスタン、タジキスタン、キルギスに設置される一村一品ブ
ランドショップ（日本では実店舗での販売拠点が限られるため、
海外市場のニーズなどが現地にフィードバックされる仕組みがな
い。）



販売チャンネルの拡充と顧客の声を現地にフィードバックするサイクルの

構築

• 日本側体制構築を通じたロジスティクスの最適化。顧客からフィード

バックされた商品への声を元にしたさらなる商品の質の向上・現地生

産側への改善点のフィードバックができるような仕組みの構築。

１

２

共同での商品開発の実践

• レシピや生産方法を中央アジア各国に共有し、類似商品の開発・

改善、製造ラインの整備などを想定。ユニークな商品・素材の機能

性研究も想定。共創パートナー次第でさらなる商品開発等も目指し

たい。（特に食品の場合、検疫や通関の点は留意）

実証を通して実現したいこと/ Image of POCs

3
デジタルとリアルの統合市場実証

• 各国に設置される一村一品ブランドショップ（商品販売拠点）との

連携や、デジタルツール・システムの導入・拡大。

商品輸入・販路開拓

（商社機能）を行う／

支援できる企業、卸売企

業など

商品生産企業、大学等

研究機関など

（特に生産技術を持って

いるところ）

EC運営／展開を支援を
行う企業（越境EC含
む）、顧客分析支援、デ

ジタルツール導入を支援

する企業など

★想定されるパートナー



検証結果の先に想定している展開・Next step for the POC results

①中央アジアで実施している一村一品運動の技術協力プロジェクト（商品開発や人材育成を支援）にハン
ドオーバーし、活用すること

②継続的なビジネスパートナーとしての関係継続

JICAからご提供できること・What JICA can offer

①主要なステークホルダー（例：専門家、カウンターパート、現地ブランドショップ）への紹介・関係構築支援

②現地の素材や環境、生産者情報の共有（実証環境に係る情報共有）



メッセージ/Key Message

国際協力の枠にとどまらない、中央アジア地域で共創できる

事業パートナーを募集しています！

共創テーマ「途上国産商品の流通促進を目的とした、中央アジアと日本のバリュー
チェーンのリンケージ強化」

Co-Creation Theme “Strengthening Value Chain between Central Asia and Japan Aiming to Promote the Distribution of 
Developed and improved Products”

対象国・地域:中央アジア・コーカサス地域
Target county/Area: Central Asia and Caucasus
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